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「患者さん、ご家族への不利益は許さない」 

 

市川さん ゆきさん 

ご講義ありがとうございました。 

 

医心館の件は、看護師間で耳にしたことがある程度だったため、大きな衝撃を受けま

した。 

私は、患者さんへの不利益があることはあってはならないことであるし、自分たちや

会社の利益のためにしてしまっていることに衝撃的でした。 

患者さんやその家族は、医療者や医療機関に信頼をおき、信じてくださり、任せて、

命を預けてくださっている立場であるのにも関わらず、このようなことが起きてしま

ったことに怒りを覚えました。 

しかし、このようなことが起きてしまうのは、そのホスピスの責任のみではないのか

とも思いました。病院でも赤字になってしまうところが多く、医療現場での経営難が

原因にあるのではないかと考えました。つまり、社会背景も関与するのではないかと

思いました。このようなことが起きてしまったことは、医療業界のみでなく、日本全

体で重く受け止めるべきであると考えました。 

また、私は、患者さんやご家族のために看護を提供したいという思いでホスピスや、

訪問看護で初めて働くとなった場合に、このような現場であった場合に、私自身も知

らぬ間に加害者になってしまう可能性があると思うとかなり怖いと思いました。 

そのため、正しい知識を身につけ、謝っていることを見抜けるようにしなければいけ

ないと重たく考えました。 

どのような形であっても、患者さんや、ご家族に不利益となってしまうことは許せま

せん。 

ご講義ありがとうございました。 
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